
入
学
手
続
の
流
れ

〈都　市　情　報　学　部〉
本会は、都市情報学部学生の父母等を正会員とし、また、本会の趣旨に賛同される方を賛助会員として組織しています。
父母と教員が学生の成績等について懇談し、また、大学の近況等をも報告しながら、意見交換を行う「懇談会」の開催をはじめ、学生の課外活動、学部紹介冊子

『学部の窓」の発行や教育補完への支援など各種の事業を行っています。
（会が支援している主な行事：フレッシャーズセミナー・新入生歓迎会・クラブ活動・大学祭・スポーツ大会・卒業祝賀会（記念品含む）など）
以上のような活動推進のために、ご子女の在学中の全会費（50,000 円）として、全父母からの納入をお願いいたします。

名城大学都市情報学部後援会会則（抜粋）
（目　　的）
第 ３ 条	 本会は、本学部の教育、研究の充実並びに会員と本学部教職員との連携を密にすることを目的とする。
（事　　業）
第 ４ 条	 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
１　本学部発展に寄与するための企画助成に関する事業
２　育英に関する事業
３　その他、本会の目的を達成するために必要な事業

（会　　員）
第 ５ 条	 本会は、次の会員をもって組織する。
１．正会員　本学部学生の父母等
２．賛助会員　本会の趣旨に賛同する者

○スポーツ・文化後援会費
本後援会は、名城大学教職員、名城大学卒業生、在学生保護者及び賛助企業会員によって組織されています。健全な学生を実社会に送り出すために課外活動（ス
ポーツクラブ・文化系クラブ）を支援すると共に、地元優良企業の賛助企業を充実し在学生の就職活動を本学キャリアセンターを通じて支援しています。
保護者の方々にも積極的にスポーツの応援及び劇団、管弦楽などの鑑賞にも参加していただくことで、教職員・学生・卒業生・保護者の連帯をはかることを意図
しています。
なお、保護者会員の場合は、一度入会いただくと学生の在学期間中が有効となりますので、ご入会いただきますようお願いいたします。
主な事業は、課外活動団体支援として①クラブ強化・大会支援  ②大会の応援者支援  ③就職活動支援  ④公演会・演奏会支援  ⑤学生・学生団体の表彰及び祝賀会
開催支援  ⑥ボランティア活動支援を行っています。

名城大学スポーツ・文化後援会会則（抜粋）
（会　　員）
第 ４ 条	 本会の会員資格は、次の各号のとおりとする。

（ １）Ａ会員　本学の教職員、退職者、理事及び評議員
（ ２）Ｂ会員　校友会会員（卒業生）
（ ３）Ｃ会員　本学学生の保護者
（ ４）Ｄ会員　賛助会員（趣旨に賛同する者、及び企業または団体）

②各号の中で、年会費を納入したものを会員とする。
③Ｃ会員については、₁回の会費納入をもって当該学生が在学する間会員となる。

（会　　費）
第 15 条	 本会の会員の会費は、次のとおりとする。

（ １）Ａ会員、Ｂ会員　年会費として 5,000 円を納入するものとする。
（ ２）Ｃ会員　入学時に 5,000 円を納入するものとする。
（ ３）Ｄ会員（企業）　年会費として 10,000 円を納入するものとする。
（ 4）Ｄ会員（個人）　年会費として 5,000 円を納入するものとする。

○課外活動費
課外活動は、学生の教養と品性の涵養および社会性の陶冶、学生相互の啓発などの教育的意識にてらして、大学が正課外教育の部門として捉えているものです。
本大学における課外活動団体は、大別して文化・学術団体、体育会および学生（自治）会等があり、大学としてもこれら各団体に対し必要な指導と援助を与えてお
ります。
ところで、この団体のうちから下記のとおり在学中の全会費（活動費）の徴収業務を法人に委託してまいりましたので、以上の趣旨をご理解のうえ、納入方ご協
力くださいますようお願いいたします。

○体育会
名城大学体育会会則（抜粋）

第 ３ 条〔目的〕�本会は、名城大学（以下「本学」という。）における体育の振興をはかり、学生が体育を通じて、心身を鍛え、品性を陶冶し、あわせて会員相互の親
 睦と精神を培うことに努め、その成果をもって本学の発展に寄与することを目的とする。

第 ６ 条〔会員〕�本会の会員は、第₃条の目的に賛成し、入会したものである。
第 24 条〔会費〕本会は本学学生より四千円の会費を徴収する。
〔概　要〕	�名城大学体育会の活動は、クラブ発表を兼ねた新入生歓迎会や大学祭、全国大会出場クラブの壮行会などの諸行事及び体育会所属クラブへの活動援助を主

 な事業として活動しております。

○学生会（自治会）
〈理　工　学　部〉

名城大学理工学部学生自治会規約（抜粋）
第 １ 条	 本会は、名城大学理工学部学生自治会と称し、執務局を理工学部内に設置する。
第 ２ 条	 本会は、正義と融和に基づき学生の民主的諸権利を擁護することにより、会員相互の親睦や福祉を計り、学生生活全般の発展と向上を目的とする。
第 ３ 条	 本会の会員は、名城大学理工学部生全員をもって組織する。
第 ８ 条	 全ての会員は、規約及び各機関の決議事項を尊重し、これらを守らなければならない。
第 68 条	 学生自治会費は入会金二百円・年会費八百円とする。
〔概　要〕	�名城大学理工学部学生自治会の活動は、大会の決議書を基に新入生歓迎活動や大学祭などの各種実行委員会やクラブ・自主ゼミ援助などの活動をしていき

�ます。そのため全理工学部生から自治会費を徴収し規約に基づき民主的に活動していきます。

名城大学農学部学生会規約（抜粋）
第 １ 条	 本会は名城大学農学部学生会と称する。
第 ２ 条	 本会は学生の自治的活動により学生生活を向上し、校風を高揚して社会の有為なる一員となる事を学ぶと共に、本校教育の成果をあげる事を目的とする。
第 ３ 条	 本会は名城大学農学部学生を会員とする。
第 57 条	 会員は入会金 1,000 円、会費四年分 4,000 円を納付しなければならない。
〔概　要〕	�学生会活動としては、農学所属サークルに活動発表の場を設けたり、学生生活の向上のためのアンケートを実施・集計し学務センターや学部長等と折衝を

行ったりしています。また、春と冬にはスポーツ大会の運営も行っています。この他に、所属サークルの活動許可の認可・援助金支給、大学祭実行委員会へ
の支援なども行っています。

〈薬　学　部〉
名城大学薬学部学生会会則（抜粋）

第一章　総　　　則
第 １ 条	 本会は名城大学薬学部学生会と称し事務所は本学部内に設置する。
第 ２ 条	 本会は本学部学生の自治精神を養い学内の自由の確立と自主的学生生活の向上発展及び融和を計り全学生の総意を実現する事を目的とする。
第 ３ 条	 本会の会員は名城大学薬学部学生とし本会は会員により組織する。但し、顧問は特別会員とし顧問は部長とする。
第二章　会員の権利及び業務

第 ７ 条	 会員は学生会費七千円を入学手続きと共に納入する義務を負う。学生会費には大学祭費を含むものとする。

〈農　学　部〉




